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地盤の支持力特性値などをリアルタイムに評価できる三脚状の測定器。
加速度計を内蔵したランマーを地盤に落下させ、その衝突で得られる衝撃加
速度の最大値から構造物などの基礎地盤の支持力計算に必要な強度定数
（K30、qc、CBR、c、φ）の測定・計算が可能。
平板載荷試験などに対して、このキャスポルは操作が単純・簡単で、個人誤
差が抑制でき、また反力が不要のため狭い場所でも適用が可能。 特　徴

・
効　果

・
メリット

【特徴】
・加速度計を内蔵したランマーが地盤に衝突した際に得られる「衝撃加速度
（Ia値）」と地盤定数との相関関係を利用し、 CBR、粘着力（c）、内部摩擦角
（φ）、コーン指数（qc）、道路の平板載荷試験から得られる地盤反力係数
（K30）などの測定が可能。
【工程】
・重機等を使用しないため、工程に影響を与えずに地盤反力の測定が簡易・
迅速に可能。
・反力が不要で、狭い空間でも使用可能。
【品質】 ～ （社）日本材料学会 『 「地盤改良」に関わる技術評価証明 』 より
・測定された衝撃加速度(la値)は現場CBR、平板載荷結果(k値)の補完値とし
て使用可能。
・盛土の品質管理に使用する数値を迅速に得ることが可能。
・施工面積100m²当たり1ヶ所のキャスポル測定により、従来試験による盛土
品質を向上させることが可能。

適用条件
・大きな礫を多く含まない（礫の最大粒径が 37.5mm以下で10mm以上の礫を
30％以上含まない）土質材料を対象とする。
・ランマーの支持力測定深さは20cm程度である。

171002 (株)マルイ ホームページより

キャスポルの操作手順

測定データの確認例


